
  

 

 

 

 

 

 

夢サポの活動が「広報よこすか」に掲載されました 
 こどもの夢サポートセンターでは、ねくすと（就労準備支援）や、アウトリーチ（ひきこもり家庭訪問支援） 

や、夢カフェ（居場所づくり）の活動をしていますが、これらが横須賀市の生活支援課とタイアップして行わ

れている事業であることを、市の広報「よこすか」で理解していただけると思います。 

 

 また、横須賀市の「ひきこもり支援の手引き」も、   

夢サポのアウトリーチのメンバーが加わって作成しま    「誰も一人にさせないまち」実現のために 

した。現在各公共施設に配布されて窓口に置かれてい 

ます。 この手引きをもとに、ひきこもり家族の方々 

や、ひきこもりから抜け出して仕事に就き自立しよう 

と考えている若者が、市の生活支援課に相談にくる 

件数も増えているといいます。 

生活支援課に多方面で協力できるようにと、夢サポの 

活動は広がります。 
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書面議決総会 

コロナによる感染拡大はなかなか収まらず、今年

度も総会は「書面議決総会」となりました。 

６月１７日（木）１３：００に開票され、会員数８

０名中書面議決６４枚、第１号議案から第６号議案 

まで全員賛成で可決されました。 

また、横須賀ライオンズクラブや横須賀ロータリ

ークラブ、岡田電機様などから、多大なご寄付をい

ただきました。講演の依頼などもきています。 

ご寄付はこどもたちのために有効に使わせていた

だきます。たくさんの方々の支援があってこそ成り

立つこどもの夢サポートセンターの活動です。心よ

り感謝申し上げます。 

夢サポ通信 こどもの夢サポートセンター 
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 学習支援事業 
 今年度は、北下浦会場が増えて、全部で６会場で

ゆめ塾を開講しました。 

○ 中央会場、１６名 ○ 追浜会場、 ５名 

○ 大津会場、 ８名 ○ 浦賀会場、１９名 

○ 北下浦会場、８名 ○ 長井会場、 ６名  

合計６２名の中学３年生です。 

 

８月中旬からの横須賀での感染急拡大で、全施設

が閉鎖されたので、夏休みの一番力をつけられる時

に、ゆめ塾も休講を余儀なくされました。しかし、

生徒の学力低下や意欲の低下を心配して、９月初旬

より再開できるように生活支援課と協議して、時間

延長をするなどの努力をしています。 

また、感染防止のために、座席に距離を保ちつつ、

体温測定、マスク着用、手指の消毒、机イスの消毒、

部屋の換気、飲食なしの軽食の持ち帰りなどを徹底

しながら勉強しています。 

今年度の全日制学力検査の日は、２月１５日（火） 

です。それまでに学力を十分つけられるよう、一生

懸命サポートしていきたいと思います。 

 

フリースクール事業 
在籍者は、３年生６人、２年生２人の８人です。

勉強だけでなく、ゲームをしたり、三笠艦見学に行

ったり、ジャムを作ったりと、いろいろ心をほぐす

活動を取り入れて、笑顔や出席率が増えるように工

夫しています。親との相談会も大事な時間です。 

 

放課後こども教室運営事業 
 ２年生は２３人で４月から、１年生は１０人で５

月から放課後こども教室の活動を開始しています。

会場の都合で学年別で動くことが多いのですが、外

遊びの鬼ごっこやボール遊び、そして秋のサツマイ

モの収穫を楽しみにしています。こどもたちの元気

な歓声を聞きたいものです。その為にも秋にはコロ

ナが終息してほしいと、誰もが願っていることです。 

 夢 CAFÉ（居場所事業） 
 ４月にオープンしてから、毎週楽しみに集まって 

くる人たちがいます。日頃食べることのできないも

のや美味しいものを食べさせたいという理事長の

思いを受けて毎回提供される食べ物も、好評です。 

互いに知り合いになり、コミュニケーションも取れ

るようになってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ねくすと（就労準備支援事業） 
 コロナ禍のため受け入れ企業が激減し、就労につ

ながる道が閉ざされてしまう状況が続いています。 

就労支援員が企業開拓のために巡回することも増

やしていかなければなりません。 

一方長井の農場には、毎週日曜日に収穫作業や草取

り作業に汗を流す人たちが集まっています。 

 

記念誌作成へ 

 ５周年を過ぎ、６年目に入っている夢サポの活動

です。本来なら記念式典を行いたいところでしたが、 

コロナ禍の中で残念ながら断念。それでも足跡は残

しておこうという思いで、ただいま来年度に向けて、 

記念誌発行を目指しています。これまでみなさんと

共にずっと広げ深めてきた活動の歴史を、振り返る 

機会になればと思います。 


